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が導入され, 効果 を上げて い る . 今回, 我 々 はパ

ス 導入 に む けた 予備調査 と して 視床出血例 に お

ける離床阻害因子 の 検討を行 っ た .

【対象と目的】 当院に おける過去 5 年間 の視床

出血3 2 例 ( 男性 18 例, 女性 1 4 例, 41 - 9 4 歳,

平均 66 .2 歳) に対 し, 発症より 1 0 日以内に離床

した群 と 11 日以降に離床 した群 に分 けて 以下 の

因子 ‖生別, 年齢, 既往歴 ( 高血圧, 糖尿病) , 莱

院ま で の 時間 ( 発症 2 時間未満, 発症 2 時間以

降) , 初診時の N I ⅢS S (8 点未満, 8 点以上) , 左

右差 , 血腫量 (20 c c 未満, 2 0 c c 以上) , 脳室穿破 ,

急性水頭症, 急性期の 血圧 コ ン トロ
ー ル

, 肺炎の

合併, 栄養開始 時期 = ニ つ い て Fi s b e r 法 を用い

て比較検討 した .

【結果】 来院時, すで に有する因子 i初診 時の

N I H S S (P - 0 .000 3) , 血腫量 ( P < 0 .000 1) , 脳室

穿破 ( P - 0 .0 075) , 急性水頭症 ( P < 0 .0 001)i と

入院後の 治療に関する因子 j急性期 の 血圧 コ ン ト

ロ ー ル ( P - 0 .02 25) , 肺炎の 合併 (P
- 0 . 027 8)i

にの み統計学的有意差 を認め た .

【結論】初診時の N I H S S , 血腫量, 脳室穿破 , 急

性水頭症, 急性期 の血圧 コ ン トロ
ー ル

, 肺炎の 合

併が視床出血例の 離床阻害因子 であ っ た . その 中

でも, 急性期の 血圧 コ ン ト ロ
ー ル

, 肺炎の 予防を

十分 に考慮する こ とが , 早期離床を進め る上で重

要で ある と考えられ た .
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【目的】s p E C T 用 b e n z o di a z e pi n e r e c e p t o r lig -

a n d
,
i o m a z e nil (I M Z) の 虚血急性期 にお ける結

合を ラ ッ ト脳で測定 し, 神経細胞の vi a bility の指

標になり得 るか を検討した .

【方法】 左総頚, 中大脳動脈閉塞 W ist a r r a t を用

い た
. I n vi v o bi n di n g : 虚血後 3 , 24 , 72 h 後 [125Ⅰ]

I M Z を静注 し, その 3 b 後 に [ 12 3Ⅰ] i o d o a m -

p b et a m i n e を投与し a u t o r a di o g r a m s を作成 し, 脂

血流 と I M Z 分布を比較, I n vit r o bi n di n g : 虚 血後

3 , 24 , 7 2b 後 [14 C] id o a n tip y ri n e 投与後 a u t o
-

r a di o g r a m s を作成 し, 凍結脳切片を用 い i n vit r o

で 12 5 卜 I M Z 結合を測定 した .

【結果】In vi v o : i s c h e m i c c o r e で の bin di n g の低

下 を認 め , C B F が対 側の 3 0 % 以上 の 部位で は

bi n di n g は保 たれて い た . I n vit r o : 対側に比 して 虚

血側の 皮質で bi n di llg は高く , 神経細胞 の 減少を

認めて い る部位で も bin di□g の 高値を示 した .

【結語】 局所脳虚血 ラ ッ トで は虚血急性期に お

い て I M Z bi n di n g の i n vi v o とi n vit r o の 結果に蔀

離を認 め た . IM Z S P E C T の 際, I M Z の 動態 , 解析

に は充分 に留意 が必要と考える .

K e y w o r d s: i o m a z e nil bi n di n g , a u t o r a di o g r a p h y ,

fo c ali s ch e m i a , r at s , b r ai n
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【背景】 H e at Sh o c k P r ot ei n 7 0 ( H S P 7 0) は種々

の 外的侵襲により誘導され, 細胞障害の 回復や障

害緩和に重要な役割を果た して い る . 今回我々 は

E S P 7 0 を過剰発現 させ た t r a n s g e ni c m i c e ( T g

m i c e) を用 い , 局所脳虚血再開通モ デル , 全脳虚

血 モ デ ル 及 び カイ ニ ン 酸誘導症撃モ デ ル に お け

る ⅢS P 70 の神経保護作用を評価 した .

【方法】 局所脳虚血再開通モ デル で は 中大脳動

脈 を 3 0 分間閉塞後, 血流再開を 2 3 時間行 っ た .

全脳虚血モ デ ル で は両側総額動脈を 2 5 分間閉塞

後, 血流再開を 72 時間行 っ た .
カイ ニ ン酸誘導

痘撃モ デ ル で は カイ ニ ン 酸 (3 0 m g / k g) を腹腔

内投与 し 2 4 時間経過観察を行 っ た . 組織学的 に

は局所脳虚 血再開通モ デル で は梗塞巣の 大き さ,

全脳虚血 モ デル で は海馬 C A l 領域の 神経壊死細

胞数 , カイ ニ ン酸誘 導痘撃 モ デ ル で は海 馬 C A 3

領域の神経壊死細胞数を比較 した .


